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 令和３年度の坂東市社会福祉協議会事業につきましては、新型コロナウイルス感染症拡

大に伴う各種予防対策や密の回避などを徹底した中で、可能な限り事業の継続性を第一に

考えてまいりました。しかしながら各種団体事務を取り扱う本協議会としては、３蜜の回

避や人流の抑制を念頭におくなどの理由から、令和２年度に引き続き集会型の事業は休止

を余儀なくされる状況が数多くありました。 

このような中、刻々と変化する感染状況を注視しながら、安全安心を最優先に捉え感染

予防対策を講じ、市民の健康や予防に繋がる事業を可能な範囲で展開してまいりました。    

また、法人運営など事務的部門や社会福祉協議会支部における見守り事業部門、介護保

険サービスなど社会保障制度部門は、持続可能なものとして安定した事業運営に寄与する

ことを心掛けてまいりました。 

以下に列記した事業におきましては、関係各位のお力添えにより最小限の影響にとどま

り事業推進や稼働が得られましたので、主だった事項につきご報告させていただきます。 

 

 
１．理事会・評議員会の開催は感染状況をみながら対面や書面決議で開催し、法令順守に従い運営

が進められた。 

２．社協会員の加入（1戸 500円目標）については、例年同様（加入率 94.9％）の協力が得られた。 

３．広報活動として社協ホームページの情報発信や社協だよりの定期発行は適正に行われた。 

４．第 3次地域福祉活動計画の 1年目として、単年度事業評価票による内部評価が進められた。 

５．共同募金・歳末助け合い募金運動については、昨年度とほぼ同様の協力が得られた。 

６．フードバンクでの食料寄附は、こども食堂の実施主体（坂東市生活学校）を通じ配食型で行わ

れ、民間企業（株式会社南海工業 様）の支援も得ながら、相互に連携が図れ展開ができた。 

７．従来の元気いっぱい福祉まつりを「坂東市社会福祉大会」として事業転換し、多年にわたり社

会福祉の推進に貢献された方々を表彰するとともに、福祉分野の著名講師による講演会の開催に

より地域福祉活動の推進を図った。 

８．シニアクラブ連合会では、感染状況をみながらスポーツ大会やサロン活動が一部再開できた。 

９．出前福祉体験講座（車いす等）では市内小中学校において実施されてきた。 

１０．社協支部長連絡会と市内 13 社協支部が一体となり「きずな声かけ事業」が実施され、ひと

り暮らし高齢者等の見守り活動と併せて食料品などの配布が社協支部福祉推進員により行われ

た。 

１１．愛のバス送迎サービス事業については昨年度より稼働数が増え、車いす使用者等の医療機関

送迎に活用された。 

１２．心身障がい者福祉ワークス運営事業については、屋外での社会参加活動は一部中止したもの 

の秋の遠足等を実施し、屋内での作業訓練と併せて安定した運営が図られた。 

１３． 地域包括支援センター事業では、介護保険利用の相談やケアマネジャーの対応、介護予防体 

操「いきいきヘルス体操」「スクエアステップ」「市民健康体操」の団体支援等が継続的に行われ 

た。 

１４． 生活福祉資金貸付事業（実施主体 茨城県社協）の特例貸付として「緊急小口資金（貸付決 

定 125件／貸付決定額 2,490万円）」「総合支援資金（貸付決定 424件／貸付決定額 2億 1,430 

万円）」の受付対応が継続的に行われてきた。 

１５．地域福祉ネットワーク事業（生活支援体制整備事業）では、第 1層協議体（社協支部長連絡 

会）において高齢者の生活支援体制づくりの協議が進められ、第 2層協議体（13社協支部）と連 

携が保たれサロン事業における共有化が図られた。 

１６．介護保険事業における「居宅介護支援事業（ケアマネジャーの対応）」や「地域密着型通所介 

護事業（デイサービス）」などについては、日々の感染状況を特に注視しながら、最善の方法を取 

り運営が図られてきた。  

 


